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1.ポ リエ ス テ ル 系 熱可 塑 性 エ ラ ス トマー(TPEE)を 対 象 と して 、TPEEの

ウ ェザ リ ング を 明 らか に す る た め種 々の解 析 手 法 を試 み た 。

2.暴 露 方 法:標 準 屋 外 暴 露(千 葉 県銚 子 、 沖 縄 県 宮古 島)、 促進 耐 候 試

験(サ ンシャインウェサ㌔ メーター)、 測 定 項 目:(1)表 面 微 細 形 態 の 観 察 、(2)ゲ ル 化

率 、(3)GPCに よ る 平 均 分 子 量 お よ び分 子 量 分 布 、(4)熱 分 析 に よ る速 度

論 解 析 、(5)FT-IR(拡 散 反 射 法)に よ る構 造 解 析 、(6)'H-NMRに よ る 構

造 解 析 。

3.表 面 微 細 形 態 の 観 察 に お いて 、 屋 外 暴 露 で は 射 出方 向 に対 して 垂 直 お

よ び水 平 方 向 に き 裂 が 見 ら れ 、 促 進 耐 候試 験 で は射 出 方 向 の垂 直方 向 に き

裂 が 見 ら れ た 。 ゲ ル 化 率 の 測 定 で は 、試 料 全 体 に対 す るゲ ル分 が 増 加 して

い た。 試 料 表 面 を 削 り、 ゲ ル 分 を取 り除 い た もの をGPCに よ り測 定 した と

こ ろ、 平 均 分 子 量 は 、 減 少 して い た 。 ま た、 分 子 量 分 布 は、 屋 外 暴 露 で は

狭 ま る傾 向 に あ っ たが 、 促 進 耐 候 試 験 で は、 広 が る傾 向 に あ っ た 。 熱 分 解

の活 性 化 エ ネ ル ギ ー を 求 め た と こ ろ 、 屋 外 暴 露 で は、 未 劣 化 試 料 と比 べ て

低下 して お り、 促 進耐 候 試験 で は 、増 加 して い た。FT-iRで は 、屋 外 暴 露 、

促 進 耐 候 試 験 と も に波 数1700付 近 の カル ボ ニ ル 基 の ピ ー ク の ブ ロ ー ド化

が 見 られ 、 面 積 比 を 調 べ た と こ ろ増 加 傾 向 に あ った。 ま た 、 波 数1175の

脂 肪 酸 エ ス テ ル のC-O伸 縮 振 動 と考 え られ る 吸 収が 新 た に現 れ 、 吸 光 度 比

を 調 べ た と こ ろ、暴 露 と と も に増 加 傾 向 にあ っ た 。NMRの 結 果 か ら、 屋 外

暴 露 、 促 進 耐 候 試 験 と も に エ ー テ ル 結 合 に関 与 して い る プ ロ トンの ピー ク

の 積 分 値 が 減 少 傾 向 に あ り、4.2ppm付 近 にエ ス テ ル に 関 与 して い る と 考

え られ る プ ロ トン の ピー クが 新 た に 現 れ 、増 加 傾 向 に あ った 。 これ ま で の

結 果 か ら 、屋 外 暴 露 、 促 進 耐 候 試 験 と もに 、 ポ リエ ー テ ル部 分 で酸 化 劣 化

が 選 択 的 に起 き、 エ ス テ ル を生 成 して い る と確 認 され た。 ま た 、 屋 外 暴 露

と促 進 耐 候 試験 に よ る劣 化 の違 い を明 らか にす る こ とがで き た 。 す な わ ち 、

屋 外 暴 露 で は 、分 子 鎖 の切 断 が 起 こ りや す い と推 定 さ れ 、 促 進 耐 候 試 験 で

は 、 高分 子 量 の可 溶 お よび 不 溶 成 分 が 生 成 して い た こ とか ら、 架 橋 反 応 が

起 こ りや す い と推 定 され た。
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